


組合員資格確認のお願い
宗谷南農業協同組合

当ＪＡ定款規定により、組合員加入申込時の提出書類事項に変更があった場合や、組合員資格に変動等があった場合は、

その旨を届けてもらうことになっています。

つきましては、組合員資格・氏名・住所・電話番号等の届出事項に変更・修正があった場合は、当ＪＡ本・支所窓口へ

お申し出いただきますようお願い致します。

【当組合の組合員資格】

１ 正組合員資格

(1 ) ５ヘクタール以上の土地を耕作する農業を営む個人であって、その住所又はその経営に係る土地若しくは施設が

この組合の地区内にあるもの

(2 ) １年のうち１５０日以上農業に従事する個人であって、その住所又は、その従事する農業に係る土地又は施設が

この組合の地区内にあるもの

(3 ) 農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が３００人を超え、かつ、その資本の額又は出資の総額が３億円

を超える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係る土地がこの組 合の地区内にあるもの

２ 准組合員資格

(1 ) この組合の地区内に住所を有する個人で、この組合の事業を利用することが適当と認められるもの

( 2 ) この組合から事業に係る物資の供給又は役務の提供を継続して受けているこの組合の地区内 に勤務地を有する

個人であって、引き続きこの組合の事業を利用することが適当であると認められるもの

(3 ) この組合から事業に係る物資の供給又は役務の提供を継続して受けているこの組合の地区外に住所を有する個人

であって、引き続きこの組合の事業を利用することが適当であると認められるもの

(4 ) 農事組合法人等この組合の地区内に住所を有する者が主たる構成員となっている団体で協同組織のもとに当該構

成員の共同の利益を増進することを目的とするものその他この組合又はこの組合の地区内に住所を有する者が主た

る構成員又は出資者となっている団体であって、この組合の施設を利用することが適当であると認められるもの

今年度、４Hクラブでは初生牛の販売価格向上をテーマにプロジェクト活動を行ってきました。

初生牛の運動や販売前のブラッシングにより、個体取引価格を上げることができました。

（詳細は販売だより2月号に記載）

この結果は昨年12月に開催された宗谷青年農業者会議でプロジェクト発表・畜産経営部門で発表されま

した。

発表は後藤亮介さんが行い、見事最優秀賞を受賞し宗谷地区代表として、平成26年1月28～29日に札幌

市で開催された北海道青年農業者会議に出場しました。

惜しくも入賞することはできませんでしたが非常に落ち着いた発表であり、審査員からは「興味深い内

容だった」「発表態度が素晴らしかった」など高い評価を得ることができました。

また、他地域の若手農業者と交流を行うなど実りの多い大会になりました。

（普及センター 金子）

写真1 発表を行う後藤さん 写真2 三野宮会長(左)と後藤さん(右)



平
成
26

年
2
月
16

日
に
枝
幸
流
氷
フ
ェ
ス
タ
が
枝
幸

保
育
所
前
特
設
会
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
流
氷
フ
ェ
ス
タ
は
前
夜
よ
り
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
の
点
灯
や
、
新
企
画
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
中
、
Ｊ

Ａ
青
年
部
が
よ
つ
葉
の
特
選
牛
乳
と
ミ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
の

セ
ッ
ト
を
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

当
日
は
雪
も
降
り
、
と
て
も
寒
い
中
で
し
た
が
、
大
勢

で
賑
わ
い
、
み
る
き
ぃ
ー
ち
ゃ
ん
も
子
供
た
ち
に
大
人
気

で
直
接
牛
乳
を
手
渡
さ
れ
る
と
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

1
月
27
日
（
月
）
業
務
終
了
後
、
本
所
金
融
共
済
店
舗
に
て
枝
幸
警
察

署
の
刑
事
の
方
３
名
に
ご
協
力
頂
き
、
本
支
所
合
同
で
防
犯
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

防
犯
対
策
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
う
え
で
実
際
に
銀
行
強

盗
に
対
す
る
具
体
的
な
対
応
や
近
況
な
ど
説
明
し
て
頂
い
た
り
、
屋
外

で
訓
練
用
の
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
投
て
き
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
は
、
標
的
が
人
の

場
合
は
地
面
に
向
か
っ
て
投
げ
、
車

な
ど
の
場
合
は
直
接
ぶ
つ
け
る
も

の
で
す
が
、
み
ん
な
で
犯
人
に
見
立

て
た
人
形
に
向
か
っ
て
カ
ラ
ー
ボ
ー

ル
を
投
げ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
標
的
の
近
く
に
投
げ
る
こ
と
は

難
し
く
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
。

平
日
の
お
忙
し
い
中
、
貴
重
な
お

話
や
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
枝
幸
警
察
署
の
方
々
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



こ
こ
近
年
、
吹
雪
や
大
雪
に
よ
る

建
物
の
倒
壊
の
事
故
が
相
次
い
で
い

ま
す
。

一

昨

年

の

宗

谷

管

内

で

は
、
牛

舎
・
D
型
ハ
ウ
ス
で
お
よ
そ
百
棟
の

被
害
が

報
告

さ
れ

て
お

り
、
昨
年
に

お
い
て

も
、
百
棟

以
上

の

牛
舎
等
の

被
害
報
告
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
３

月
・

４
月

に

於
い
て
も

管
内
で
は
油
断
出
来
な
い
状
況
の
た

め
、
屋
根
の
積
雪
状
況
を
確
認
の
上
、

雪
下
ろ
し
を
こ
ま
め
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
雪

下
ろ

し
の

際

に
は
安
全

面
に
注

意
し
、
二

人
以

上

で
行
う
こ

と
を
進
め
ま
す
。

第
十
回
理
事
会
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
）

付
議
事
項資

金
の
貸
付
に
つ
い
て

二
十
五
年
度
末
ク
ミ
カ
ン
精
算
見
込
み
に

つ
い
て

二
十
六
年
度
営
農
計
画
の
集
計
結
果
に
つ

い
て

第
３
四
半
期
監
事
監
査
報
告
に
つ
い
て

自
己
査
定
に
係
る
担
保
評
価
に
つ
い
て

二
十
五
年
度
期
中
割
戻
し
及
び
職
員
の
臨

時
手
当
支
給
に
つ
い
て

出
資
金
減
口
及
び
組
合
員
脱
退
に
つ
い
て

持
分
譲
渡
に
よ
る
組
合
員
の
新
規
加
入
に

つ
い
て

組
合
員
の
持
分
譲
渡
の
承
認
に
つ
い
て

協
議
事
項十

一
月
末
乳
質
状
況
に
つ
い
て

報
告
事
項系

統
飼
料
・
肥
料
利
用
者
に
対
す
る
対

策
費
等
の
支
払
い
及
び
道
北
操
業
へ
の
出

荷
処
理
料
に
対
す
る
返
戻
金
に
つ
い
て

簿
外
管
理
債
権
の
現
状
報
告
に
つ
い
て

組
合
員
の
新
規
加
入
に
つ
い
て

（
株
）
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
、
第
３
四
半
期

報
告
に
つ
い
て

酪
農
生
産
部
事
業
実
績
に
つ
い
て

経
済
部
事
業
実
績
に
つ
い
て

金
融
共
済
部
事
業
実
績
に
つ
い
て

貸
出
決
定
案
件
実
行
報
告
に
つ
い
て

預
金
・
借
入
金
残
高
報
告
に
つ
い
て

そ
の
他

第
十
一
回
理
事
会
（
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日
）

付
議
事
項規

程
等
の
制
定
及
び
改
正
に
つ
い
て

①

災
害
対
策
規
程
の
制
定
並
び
に
事
業
継
続
計
画
の
策
定

②

J
A
バ
ン
ク
業
務
継
続
要
領
（
道
内
版
）
の
制
定

③

リ
ス
ク
管
理
方
針
並
び
に
事
務
リ
ス
ク
管
理
規
程
の
制
定

④

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
程
の
改
正

⑤

反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
並
び
に

反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
規
程
の
改
正

⑥

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
規
程
の
改
正

⑦

個
人
情
報
取
扱
規
程
の
改
正

⑧

個
人
情
報
保
護
に
係
る
内
部
監
査
規
程
の
改
正

⑨

職
制
規
程
（
職
務
権
限
表
）
の
改
正

外
部
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

組
合
員
の
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
に
お
け
る
未
提
出
者
及
び
変
更
に
伴
う
組
合
員

の
営
農
計
画
に
つ
い
て

資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て

協
議
事
項役

員
報
酬
の
年
払
い
か
ら
月
払
い
へ
の
変
更
に
つ
い
て

一
月
末
乳
質
状
況
に
つ
い
て

報
告
事
項仮

査
定
に
お
け
る
実
質
破
綻
先
分
類
債
権
一
覧
に
つ
い
て

二
十
五
年
度
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

二
十
五
年
度
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

経
営
定
期
点
検
要
改
善
状
況
報
告
に
つ
い
て

貯
金
取
引
組
合
員
に
お
け
る
平
成
二
十
五
年
実
績
及
び
平
成
二

十
六
年
営
農
計
画
に
つ
い
て

ク
ミ
カ
ン
実
績
に
つ
い
て

酪
農
生
産
部
事
業
実
績
に
つ
い
て

経
済
部
事
業
実
績
に
つ
い
て

金
融
共
済
部
事
業
実
績
に
つ
い
て

預
金
・
借
入
金
残
高
報
告
に
つ
い
て

そ
の
他







初生ホルオスは、年度当初から24年度を1万円以上上回る、5万円台での取引が続いておりました。

6月下旬には、86千円の平均価格になり、7月上旬には前年を5万円以上上回る相場となりました、例年6月から7月

上旬は初生トク価格が高値になる時期ですが、出回り頭数の減少もあり異常な高騰となり、8月上旬には前年の1万

円高程度の4万円台の推移で、11月以降はほぼ前年並みの4万円前後の相場となっております、直近の市場平均で

は48千円となっておりますが、今後の相場は上場頭数も増えてきており、4万円前後での推移が予想されます。

F1につきましては、今年度は出回り頭数の減少、和牛頭数の減少でF1にシフトしたことにより異常な高値での相場

となりました。

直近の市場では、オスが189千円、メスが123千円の

平均価格となっており、北乃大福、北茂安９３，勝早桜

５のF1が特に高値で販売されており、オスでは200千円

を超える子牛もおります。25年度の平均価格はオスで

166千円（前年比136％）メスでは119千円（前年比170％）

となっており、メスは50千円以上高値で販売されました。

今後の相場は、和牛の授精率が増えており、春頃まで

はオスで170千円前後、メスで120千円前後での推移が

予想されますが、夏以降は出回り頭数増で価格が下落し

ていくことが予想されます。

これからの時期は子牛にとって寒さが天敵となります、敷料を十分に敷き、寒風が直接あたらないようにハッチや防

寒チョッキの利用で子牛を健康に育て、高値で販売しましょう。

初妊牛相場は、２月豊富市場で府県購買者、管内や道内の生乳生産が伸び悩んでいることもあり購買意欲も高く

513千円（税込）、前年比103％で、例年12月、1月と価格の上がる時期ですが、12月475千円（前年比98.7％）、1月

495千円（前年比96.5％）と前年割れが続いておりました。2月市場において価格は前年比増とはなりましたが、600

千円を超える個体もおりましたが、和牛授精の上物で550～570千円、和牛授精牛は高値で取引されましたが、ホル

授精牛は40万円台前半の取引となりました、F1価格の高騰が初妊牛相場にも影響しております。

今後の相場は3月市場は分娩時期が春分娩になることや、府県では暑くなる前に分娩を終わらそうと導入が活発に

なると思われます、また、消費税増税を前に駆け込み需要も予想されますが、価格は高止まりとなり上物で５６万円

前後、平均でも５０万円前後と今月同様な推移が予想されます。

削蹄や牛体の洗浄等、質の高い乳牛の販売に御協力をお願い致します。

4月以降は分娩時期が夏へとなること、消費税増税に伴い相場の下落が予想されます。

廃用牛につきましては、直近の市場価格で134千円（前年比＋４万円）と、廃用牛価格は堅調に推移しております。

今年度の廃用牛は前年比で2～3万円高く取引されております。今後の相場につきましては、出回り頭数も多くはない

ことから、11万円前後での推移が予想されます。
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編
集
委
員

村
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太
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島
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松
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祐
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真
寿
美

星
島
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成
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圭
吾

農協職員資格認定試験

ＪＡグループでは、職員の知識・能力の向上を図るため「農協職員資格認定試験」を毎年行っています。

基本資格として、初級・中級・上級・特級と４段階に分かれています。

当組合でも資格取得の為毎年受験資格者に受験の励行を行い、この試験を受けています。

現在、正職員４８名（１月末現在）の中で

特級合格者 １名 ・ 上級 １９名 ・ 中級 ９名 ・ 初級 ８名の３７名が資格を取得しています。

内今年度の合格者は、 初級 ３名 ・ 中級 ５名 ・ 上級 ２名です。

今後もそれぞれ上の階級を目指して、業務を行いながら学習していますので、組合員の皆様も機会があれば職員に

何級もっているか聞いてみてはいかがですか・・・？

中には聞かないでほしい職員もいるのかな？

合 格 者 （平成２５年度）

初 級 中 級 上 級

今家 俊二 山岸 映子 渡辺 敏則

高本 等 今泉 春巳 高橋 真寿美

野澤 隼希 松永 修輝

武田 紀章

松本 祐斗

合 格 お め で と う ご ざ い ま す ！ ！

組合員の皆様へ

組合員の皆様に慣れ親しまれていました、クミカン連絡袋

（青袋）ですが、３月より右記の写真の封筒型袋に変更致

します。

尚、今まで毎回戻してもらっていましたが、新連絡袋からは

返戻不用となりますので宜しくおねがいします。

白
い
袋
で
す


